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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、前記コネクタシステムは、
　メス型結合器と、
　キャッチアセンブリと
　を備え、
　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチから外向きに延びている弾力的に可撓なアームの対を備えているキャッチ
付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答し、
　前記キャッチアセンブリは、一体部品構造を備えている、コネクタシステム。
【請求項２】
　前記キャッチ、前記キャッチ付勢部材、および前記フォロワーは、前記一体部品構造と
して形成されている、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項３】
　キャッチアセンブリは、環状部材を備えている、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項４】
　前記環状部材は、前記キャッチを提供する第１の部分と、前記フォロワーを提供する対
向する第２の部分とを備えている、請求項３に記載のコネクタシステム。
【請求項５】
　前記キャッチ付勢部材は、前記キャッチを提供する前記環状部材の前記第１の部分から
外向きに延びている、請求項４に記載のコネクタシステム。
【請求項６】
　前記弾力的に可撓なアームの対は、前記キャッチから反対方向に外向きに延びている、
請求項１に記載のコネクタシステム。
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【請求項７】
　オス型結合器と、
　前記オス型結合器に結合されたキャッチ受け取り要素と
　をさらに備え、
　前記メス型結合器および前記オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前
記キャッチは、前記キャッチ受け取り要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前
記オス型結合器に関連して固定する、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項８】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、前記コネクタシステムは、
　メス型結合器と、
　キャッチアセンブリと
　を備え、
　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチから外向きに延びている弾力的に可撓なアームの対を備えているキャッチ
付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答し、
　前記キャッチは、前記メス型結合器に移動可能に結合されており、それによって、前記
キャッチは、
　　前記メス型結合器のメス型結合器内側表面によって画定されるメス型結合器内側空間
に向かう内向き移動と、
　　前記メス型結合器内側空間から離れるような外向き移動と
　が可能である、コネクタシステム。
【請求項９】
　前記キャッチは、前記メス型結合器内側表面に移動可能に結合されている、請求項８に
記載のコネクタシステム。
【請求項１０】
　前記キャッチは、前記メス型結合器内側表面内にはめ込まれたチャネル内に移動可能に
配置され、
　前記チャネルは、前記メス型結合器内側空間と連通している、請求項９に記載のコネク
タシステム。
【請求項１１】
　オス型結合器と、
　前記オス型結合器に結合されたキャッチ受け取り要素と
　をさらに備え、
　前記メス型結合器および前記オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前
記キャッチは、前記キャッチ受け取り要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前
記オス型結合器に関連して固定する、請求項１０に記載のコネクタシステム。
【請求項１２】
　前記キャッチ受け取り要素は、前記オス型結合器篏合可能端部に近接してオス型結合器
外側表面内に配置された保持溝を備えている、請求項１１に記載のコネクタシステム。
【請求項１３】
　前記メス型結合器および前記オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前
記保持溝は、前記チャネルと整列し、前記キャッチが、前記保持溝との係合のために、前
記チャネルから外向きに、かつ前記メス型結合器内側空間に向かって内向きに移動するこ
とを可能にし、前記キャッチを係合状態に配置し、前記メス型結合器の前記軸方向位置を
前記オス型結合器に関連して固定する、請求項１２に記載のコネクタシステム。
【請求項１４】
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　前記キャッチは、前記キャッチが、前記メス型結合器の縦方向軸に略直交する平面内で
の移動が可能であるように、前記メス型結合器に移動可能に結合されている、請求項１３
に記載のコネクタシステム。
【請求項１５】
　前記メス型結合器および前記オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前
記保持溝、前記チャネル、および前記キャッチは、前記平面内で整列し、前記キャッチが
、前記保持溝との係合のために、前記チャネルから外向きに、かつ前記平面内で上向きに
移動することを可能にし、前記キャッチを前記係合状態に配置し、前記メス型結合器の前
記軸方向位置を前記オス型結合器に関連して固定する、請求項１４に記載のコネクタシス
テム。
【請求項１６】
　前記キャッチ付勢部材は、通常、前記メス型結合器内側空間に向かって内向きに、また
は前記平面内で上向きに、前記キャッチを付勢する、請求項１５に記載のコネクタシステ
ム。
【請求項１７】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、前記コネクタシステムは、
　メス型結合器と、
　キャッチアセンブリと
　を備え、
　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチから外向きに延びている弾力的に可撓なアームの対を備えているキャッチ
付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答し、
　前記カムは、前記メス型結合器に移動可能に結合された解放要素によって提供される、
コネクタシステム。
【請求項１８】
　オス型結合器と、
　前記オス型結合器に結合されたキャッチ受け取り要素と
　をさらに備え、
　前記メス型結合器および前記オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前
記キャッチは、前記キャッチ受け取り要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前
記オス型結合器に関連して固定する、請求項１７に記載のコネクタシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　当然ながら、本発明のさらなる目的は、本明細書の他の部分、図面、および請求項全体
を通して開示される。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、前記コネクタシステムは、
　第１の通路を有するメス型結合器と、
　第２の通路を有するオス型結合器と、
　キャッチアセンブリと
　を備え、
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　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチを付勢するキャッチ付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答する、
　コネクタシステム。
（項目２）
　前記キャッチアセンブリは、一体部品構造を備えている、項目１に記載のコネクタシス
テム。
（項目３）
　前記キャッチ、前記キャッチ付勢部材、および前記フォロワーは、前記一体部品構造と
して形成されている、項目２に記載のコネクタシステム。
（項目４）
　前記キャッチは、前記メス型結合器に移動可能に結合されており、それによって、前記
キャッチは、前記メス型結合器のメス型結合器内側表面によって画定されるメス型結合器
内側空間に向かう内向き移動と、前記メス型結合器内側空間から離れるような外向き移動
とが可能である、項目１に記載のコネクタシステム。
（項目５）
　前記キャッチは、前記メス型結合器内側表面に移動可能に結合されている、項目４に記
載のコネクタシステム。
（項目６）
　前記キャッチは、前記メス型結合器内側表面内にはめ込まれたチャネル内に移動可能に
配置され、前記チャネルは、前記メス型結合器内側空間と連通している、項目５に記載の
コネクタシステム。
（項目７）
　前記オス型結合器に結合されたキャッチ受け取り要素をさらに備え、前記メス型および
オス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前記キャッチは、前記キャッチ受
け取り要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前記オス型結合器に関連して固定
し、それによって、前記第１および第２の通路が流体連通して配置され、流体流路を提供
する前記コネクタシステムの接続状態を達成する、項目６に記載のコネクタシステム。
（項目８）
　前記キャッチ受け取り要素は、前記オス型結合器篏合可能端部に近接してオス型結合器
外側表面内に配置された保持溝を備えている、項目７に記載のコネクタシステム。
（項目９）
　前記保持溝は、前記オス型結合器篏合可能端部に近接して前記オス型結合器外側表面の
周囲に延びている円周保持溝を備えている、項目８に記載のコネクタシステム。
（項目１０）
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前記保持溝は
、前記チャネルと整列し、前記キャッチが、前記保持溝との係合のために、前記チャネル
から外向きに、かつ前記メス型結合器内側空間に向かって内向きに移動することを可能に
し、前記キャッチを係合状態に配置し、前記メス型結合器の前記軸方向位置を前記オス型
結合器に関連して固定する、項目８に記載のコネクタシステム。
（項目１１）
　前記キャッチは、前記キャッチが前記メス型結合器の縦方向軸に略直交する平面内での
移動が可能であるように、前記メス型結合器に移動可能に結合されている、項目１０に記
載のコネクタシステム。
（項目１２）
　前記キャッチは、前記平面内での垂直移動が可能である、項目１１に記載のコネクタシ
ステム。
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（項目１３）
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ篏合可能な軸方向結合時、前記保持溝、
前記チャネル、および前記キャッチは、前記平面内で整列し、前記キャッチが、前記保持
溝との係合のために前記チャネルから外向きに、かつ前記平面内で上向きに移動すること
を可能にし、前記キャッチを前記係合状態に配置し、前記メス型結合器の前記軸方向位置
を前記オス型結合器に関連して固定する、項目１２に記載のコネクタシステム。
（項目１４）
　前記キャッチ付勢部材は、通常、前記キャッチを前記メス型結合器内側空間に向かって
内向きに、または前記平面内で上向きに付勢する、項目１３に記載のコネクタシステム。
（項目１５）
　前記キャッチ付勢部材は、通常、前記キャッチを前記係合状態に向かって付勢する、項
目１４に記載のコネクタシステム。
（項目１６）
　前記キャッチ付勢部材は、弾力的に可撓な部材を備えている、項目１４に記載のコネク
タシステム。
（項目１７）
　前記弾力的に可撓な部材は、前記キャッチから外向きに延びている弾力的に可撓なアー
ムを備え、
　前記弾力的に可撓なアームは、前記チャネルを画定する前記メス型結合器内側表面の一
部に支えられている、項目１６に記載のコネクタシステム。
（項目１８）
　前記弾力的に可撓な部材は、前記キャッチから反対方向に外向きに延びている前記弾力
的に可撓なアームの対を備えている、項目１６に記載のコネクタシステム。
（項目１９）
　前記カムは、前記メス型結合器に移動可能に結合された解放要素によって提供される、
項目１に記載のコネクタシステム。
（項目２０）
　前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の移動は、前記キャッ
チを前記キャッチ受け取り要素から係合解除し、前記コネクタシステムの接続解除状態を
達成する、項目１９に記載のコネクタシステム。
（項目２１）
　前記移動は、前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を含む、項目２０に記載のコ
ネクタシステム。
（項目２２）
　前記線形運動は、前記メス型結合器外側表面に沿ったスライド運動を含む、項目２１に
記載のコネクタシステム。
（項目２３）
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の前記移動は、前記メス型結合器外側
表面に関連して０°～約±４５°の角度に向けられた加力によって達成される、項目２０
に記載のコネクタシステム。
（項目２４）
　前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の縦方向移動は、前記
キャッチを前記キャッチ受け取り要素から係合解除し、前記コネクタシステムの接続解除
状態を達成する、項目１９に記載のコネクタシステム。
（項目２５）
　前記縦方向移動は、前記メス型結合器外側表面に沿ったスライド移動を含む、項目２４
に記載のコネクタシステム。
（項目２６）
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の前記移動は、前記メス型結合器の第
１および第２の端部の間の前記メス型結合器外側表面に沿った縦方向移動のみを含む、項
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目２４に記載のコネクタシステム。
（項目２７）
　前記解放要素は、前記メス型結合器外側表面に沿った前記線形運動を前記フォロワーの
移動に変換するように構成されている、項目２１に記載のコネクタシステム。
（項目２８）
　前記解放要素は、係止表面と、係止解除表面とを有するカム表面を提供する解放要素内
側表面を備えている、項目２７に記載のコネクタシステム。
（項目２９）
　キャッチアセンブリは、環状部材を備えている、項目１に記載のコネクタシステム。
（項目３０）
　前記環状部材は、前記キャッチを提供する第１の部分と、前記フォロワーを提供する対
向する第２の部分とを備えている、項目２９に記載のコネクタシステム。
（項目３１）
　前記キャッチ付勢部材は、前記キャッチを提供する前記環状部材の前記第１の部分から
外向きに延びている、項目３０に記載のコネクタシステム。
（項目３２）
　前記メス型結合器内に配置された第１の弁であって、前記第１の弁は、前記第１の通路
を通した流体流動を中断させるように動作可能である、第１の弁と、
　前記オス型結合器内に配置された第２の弁であって、前記第２の弁は、前記第２の通路
を通した流体流動を中断させるように動作可能である、第２の弁と
　をさらに備えている、項目１に記載のコネクタシステム。
（項目３３）
　前記コネクタシステムの接続状態において、前記メス型結合器は、前記第２の弁を第２
の弁開放位置に向かって押し進め、前記オス型結合器は、前記第１の弁を第１の弁解放位
置に向かって押し進め、流体連通している前記第１および第２の通路を配置し、流体流路
を提供する、項目３２に記載のコネクタシステム。
（項目３４）
　前記第１の通路の外側に配置された第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁付勢部材
は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向かって付勢するように動作可能である、第１の
弁付勢部材と、
　前記第２の通路の外側に配置された第２の弁付勢部材であって、前記第２の弁付勢部材
は、前記第２の弁を第２の弁閉鎖位置に向かって付勢するように動作可能である、第２の
弁付勢部材と
　をさらに備えている、項目３３に記載のコネクタシステム。
（項目３５）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを作製する方法であって、前記方法は
、
　第１の通路を有するメス型結合器を提供することと、
　第２の通路を有するオス型結合器を提供することと、
　キャッチアセンブリを提供することと
　を含み、
　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチを付勢するキャッチ付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答する、方法。
（項目３６）
　前記キャッチ、前記キャッチ付勢部材、および前記フォロワーを一体部品構造として形
成することをさらに含む、項目３５に記載の方法。
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（項目３７）
　前記キャッチを前記メス型結合器のメス型結合器内側表面に移動可能に結合することを
さらに含む、項目３５に記載の方法。
（項目３８）
　前記キャッチを前記メス型結合器内側表面内にはめ込まれたチャネル内に移動可能に配
置することをさらに含む、項目３７に記載の方法。
（項目３９）
　キャッチ受け取り要素を前記オス型結合器に結合することをさらに含む、項目３５に記
載の方法。
（項目４０）
　前記キャッチ受け取り要素をオス型結合器篏合可能端部に近接してオス型結合器外側表
面内に配置された保持溝として提供することをさらに含む、項目３９に記載の方法。
（項目４１）
　前記キャッチ付勢部材を弾力的に可撓な部材として提供することをさらに含む、項目３
５に記載の方法。
（項目４２）
　前記カムを提供する解放要素を提供することをさらに含む、項目３５に記載の方法。
（項目４３）
　前記解放要素を前記メス型結合器に移動可能に結合することをさらに含む、項目４２に
記載の方法。
（項目４４）
　環状部材として構成された前記キャッチアセンブリを提供することをさらに含む、項目
３５に記載の方法。
（項目４５）
　前記メス型結合器内に第１の弁を配置することであって、前記第１の弁は、前記第１の
通路を通した流体流動を中断させるように動作可能である、ことと、
　前記オス型結合器内に第２の弁を配置することであって、前記第２の弁は、前記第２の
通路を通した流体流動を中断させるように動作可能である、ことと
　をさらに含む、項目３５に記載の方法。
（項目４６）
　前記第１の通路の外側に第１の弁付勢部材を配置することであって、前記第１の弁付勢
部材は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向かって付勢するように動作可能である、こ
とと、
　前記第２の通路の外側に第２の弁付勢部材を配置することであって、前記第２の弁付勢
部材は、前記第２の弁を第２の弁閉鎖位置に向かって付勢するように動作可能である、こ
とと
　をさらに含む、項目４５に記載の方法。
（項目４７）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを使用する方法であって、前記方法は
、
　前記コネクタシステムを取得することであって、
　前記コネクタシステムは、
　第１の通路を有するメス型結合器と、
　第２の通路を有するオス型結合器と、
　キャッチアセンブリと
　を備え、
　前記キャッチアセンブリは、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されたキャッチと、
　前記キャッチを付勢するキャッチ付勢部材と、
　カムに応答するフォロワーと
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　を備え、
　前記キャッチは、前記フォロワーに応答し、対応して、前記カムに応答する、ことと、
　第１の管を前記メス型結合器に結合することと、
　第２の管を前記オス型結合器に結合することと、
　前記メス型およびオス型結合器を解放可能に結合し、前記コネクタシステムの接続状態
を達成することと
　を含み、
　前記コネクタシステムの前記接続状態において、前記第１の通路と第２の通路とは、流
体連通して配置され、流体流路を提供する、方法。
（項目４８）
　前記流体流路を通して流体を流動させることをさらに含む、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　前記カムを強制的に押し進め、前記キャッチを前記オス型結合器に結合されたキャッチ
受け取り要素から係合解除し、前記コネクタシステムの接続解除状態を達成することをさ
らに含む、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
　解放要素を強制的に押し進めることをさらに含み、前記解放要素を強制的に押し進める
ことは、前記カムが前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿って移動し、前記キャ
ッチを前記キャッチ受け取り要素から係合解除し、前記コネクタシステムの前記接続解除
状態を達成することを提供する、項目４９に記載の方法。
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